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5月18日の本会議では各会派から8人の議員が代

表して、市政の各般にわたって市長や関係理事者に

質問を行いました。

本号では、その主なものをお伝えします。

5月18日の本会議では各会派から8人の議員が代

表して、市政の各般にわたって市長や関係理事者に

質問を行いました。

本号では、その主なものをお伝えします。

業
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
活
用
し
、
お
知
ら
せ
す
る
。

更
に
、
適
切
な
時
期
に
、
市
民
参
加

の
委
員
会
で
基
本
計
画
の
点
検
・
評
価

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
た
い
。

近
年
の
厳
し
い
経
済
状
況
の

下
、
再
開
発
型
の
第
三
セ
ク
タ

ー
は
い
ず
れ
も
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ

る
。
京
都
21
推
進
プ
ラ
ン
で
は
、
今
年

度
か
ら
の
5
年
間
で
3
団
体
以
上
の
整

理
統
合
を
目
標
に
取
り
組
む
と
し
て
お

り
、
期
待
し
て
い
る
。

今
後
5
年
間
で
、
外
郭
団
体
の
整
理

統
合
や
経
営
改
善
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
、
考
え
と
決
意
を
。

市
は
、
12
年
３
月
に
策
定
し
た

外
郭
団
体
再
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
有
識
者
の
助
言
な
ど
を
受
け
な
が

ら
、
す
べ
て
の
団
体
に
つ
い
て
経
営
状

況
の
点
検
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ

る
団
体
に
対
し
て
は
、
更
に
経
営
状
況

を
精
査
し
、
経
営
改
善
の
可
能
性
が
な

い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
団
体
の
統

廃
合
や
事
業
の
存
廃
を
含
め
、
早
急
に

抜
本
的
な
対
応
策
を
講
じ
て
い
く
。

て
い
る
。
出
産
を
控
え
た
世
帯
を
経
済

的
に
支
援
す
る
こ
と
は
、
少
子
化
対
策

推
進
の
一
助
と
な
る
有
効
な
手
段
で
あ

り
、
速
や
か
に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

今
後
、
府
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議

を
整
え
、
９
月
市
会
に
提
案
で
き
る
よ

う
、
準
備
作
業
を
進
め
て
い
く
。

疾
患
の
診
断
や
治
療
だ
け
で
な

く
、
育
児
上
の
問
題
な
ど
、
よ

り
広
範
囲
で
の
対
応
が
可
能
な
母
子
医

療
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
京
都
第

二
赤
十
字
病
院
と
一
体
的
に
整
備
さ
れ

る
母
子
医
療
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
ど
う

い
う
機
能
を
果
た
し
て
い
く
の
か
。

近
年
、
子
育
て
に
関
す
る
保
護

者
の
不
安
や
悩
み
が
増
大
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
解
決
に
は
、
全
国
的

に
見
て
恵
ま
れ
た
市
内
の
医
療
機
関
を

有
効
活
用
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係

機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

子
ど
も
特
有
の
病
気
へ
の
医

療
相
談
や
、
母
子
に
か
か
わ
る

医
療
情
報
を
提
供
す
る
母
子
医

少
子
化
対
策
に
は
、
多
方
面
か

ら
分
析
や
評
価
を
行
い
、
総
合

的
な
対
策
を
講
じ
る
た
め
の
機
構
づ
く

り
が
必
要
だ
。
全
庁
挙
げ
た
連
絡
会
議

の
設
置
の
検
討
な
ど
、
今
後
の
推
進
体

制
の
在
り
方
を
聞
き
た
い
。

少
子
化
は
、
本
市
に
と
っ
て
重

大
な
問
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

全
市
的
に
は
、
保
育
園
連
盟
や
私
立
幼

稚
園
協
会
な
ど
、
子
育
て
に
か
か
わ
り

の
深
い
21
の
機
関
や
団
体
と
行
政
で
、

京
都
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
議

を
組
織
し
、
総
合
的
な
調
整
と
対
応
を

図
っ
て
い
る
。

一
方
、庁
内
の
体
制
に
つ
い
て
は
、市

福
祉
行
政
推
進
会
議
の
中
に
、
12
局
の

関
係
課
が
参
加
す
る
子
育
て
支
援
部
会

を
設
置
し
、
総
合
的
な
調
整
を
行
っ
て

い
る
。
指
摘
の
あ
っ
た
連
絡
会
の
よ
う

な
機
能
を
、
ど
の
よ
う
な
形
で
発
揮
で

き
る
の
か
、
同
部
会
で
検
討
し
て
い
く
。

健
康
保
険
の
出
産
育
児
一
時
金

は
、
出
産
後
に
申
請
し
、
支
給

さ
れ
る
仕
組
み
だ
が
、
12
年
末
、
24
万

円
を
限
度
に
出
産
費
用
を
無
利
子
で
貸

し
付
け
、
出
産
後
に
一
時
金
か
ら
差
し

引
く
制
度
が
、
国
で
創
設
さ
れ
た
。
市

の
国
民
健
康
保
険
で
も
、
早
急
に
一
時

金
の
前
倒
し
支
給
を
実
現
す
べ
き
だ
。

見
解
は
。国

民
健
康
保
険
に
お
け
る
出
産

育
児
一
時
金
の
前
倒
し
支
給
に

つ
い
て
は
、
出
産
に
か
か
わ
る
資
金
の

貸
付
け
の
実
施
が
、
国
か
ら
要
請
さ
れ

療
相
談
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）は
、
こ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
核
と
な
る
施
設
で
あ

る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
具
体
的
機
能
に
つ

い
て
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
合

わ
せ
検
討
し
て
い
く
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、

地
域
の
潜
在
的
な
活
力
を
利
用

し
て
運
営
す
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

市
は
、
15
年
度
ま
で
に
同
事
業
を
開

始
す
る
と
し
て
い
る
が
、
で
き
る
だ
け

早
期
に
行
う
べ
き
だ
。
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
効
果
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

こ
の
事
業
は
、
育
児
な
ど
の
援

助
を
受
け
た
い
人
や
援
助
で
き

る
人
が
会
員
登
録
を
行
い
、
育
児
を
助

け
合
う
も
の
で
、
ま
さ
に「
共
助
」を
基

本
と
し
た
21
世
紀
型
の
子
育
て
支
援
策

と
考
え
る
。
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
保

護
者
の
仕
事
と
育
児
の
両
立
が
可
能
と

な
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
性
化
な
ど
に
も
寄
与
で
き
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
15
年
度
を

二
信
用
金
庫
破
た
ん
へ
の
対
策

で
は
、
既
に
市
会
の
態
度
は
明

ら
か
だ
。
中
小
企
業
を
倒
産
さ
せ
な
い

た
め
、
今
、
市
に
何
が
で
き
る
か
が
問

わ
れ
て
い
る
。
市
会
の
意
思
を
重
く
受

け
止
め
、
二
信
用
金
庫
破
た
ん
の
被
害

か
ら
の
中
小
企
業
の
救
済
を
、
明
確
に

表
明
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
で
は
、
12
年
９
月
市
会
で
の

信
用
金
庫
再
編
に
関
す
る
決
議

を
受
け
て
、
同
年
10
月
に
特
別
相
談
窓

口
を
、
ま
た
今
年
度
に
は
中
小
企
業
支

援
セ
ン
タ
ー
に
専
門
家
常
駐
の
相
談
窓

口
を
開
設
し
、
相
談
体
制
の
一
層
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
新
規
融
資
枠
700
億
円
の
確
保
な

ど
、
経
営
、
金
融
の
両
面
で
、
き
め
細

か
に
対
応
し
て
い
る
。

京
都
経
済
を
支
え
る
中
小
企
業
を
一

社
で
も
多
く
救
い
た
い
と
の
決
意
で
、

今
後
と
も
支
援
に
全
力
を
挙
げ
る
。

市
場
で
の
中
国
産
ネ
ク
タ
イ
の

は
ん
濫
は
、
西
陣
織
や
京
友
禅

な
ど
の
地
場
産
業
の
崩
壊
の
大
き
な
要

因
だ
。
こ
の
度
、
中
国
産
の
ネ
ギ
な
ど

の
輸
入
制
限
が
発
動
さ
れ
、
全
国
の
注

目
と
業
界
の
切
実
な
期
待
が
集
ま
っ
て

い
る
。
ネ
ク
タ
イ
の
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
発

動
を
国
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

西
陣
織
ネ
ク
タ
イ
業
界
は
、
安

価
な
中
国
産
製
品
の
輸
入
急
増

に
伴
い
、
危
機
的
状
況
に
あ
る
。
セ
ー

フ
ガ
ー
ド
は
、
国
内
の
関
係
業
界
団
体

が
発
動
を
求
め
る
も
の
で
、
発
動
に
は

総
輸
入
量
の
大
幅
な
増
加
な
ど
、
多
く

の
条
件
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
主
要
産

5月定例会では、意見書3件

を可決しました。

これらの意見書は、内閣総理

大臣など、関係機関に提出しま

した。

京都議定書発効のための国際合意

の実現に関する意見書

地球温暖化が21世紀における最

も深刻な問題となる中で、国際社

会は、これまで長きにわたって、

気候変動枠組条約の発効とそれに

続く京都議定書の採択などを通し

て、地球温暖化防止のための国際

的合意を積み重ねてきた。

また、京都においては、21世紀

の社会に求められる理想の実現に

向け、市民が議定書誕生の地であ

ることに大きな誇りを持ち、掛け

替えのない地球環境を守るための

様々な取組を進めてきたところで

ある。

この度、世界最大の温室効果ガ

ス排出国である米国が京都議定書

からの離脱を表明し、京都議定書

を無効とする発言を繰り返してい

ることは、地球環境を保全するた

めの国際的な取組を後退させるも

のであり、大変遺憾である。

よって国におかれては、地球温

暖化防止京都会議（COP３）の議長

国として率先して京都議定書を批

准し、地球温暖化防止の国内制度

を構築するとともに、京都議定書

の2002年発効を目指して、米国を

はじめ世界各国に対しても、国際

的なリーダーシップを発揮し、７

月のCOP６再開会合において国際

合意に到達するよう主体性を持っ

て粘り強く働き掛けるべきである。

トラック運送における公正な取引の

確立及び排ガス防止に関する意見書

長引く不況の下で、国民生活と日

本経済の動脈であるトラック運送

における事業経営や労働者の労働

条件は重大な事態に直面している。

その第一は、業界の過当競争に

よるトラック運送事業者の経営悪

化が深刻化していることに起因し

ている。

第二に、ここ数年続く労働者の

賃金低下や労働条件の見直しなど、

労働環境の悪化が強まっているこ

とにある。

また、環境問題におけるディー

ゼル車の排ガス規制対策も重大な

課題となっている。

よって国におかれては、トラッ

ク運送事業者の健全経営を目指し、

平成12年２月８日付け「運輸省自動

車交通局長依頼」及び同年３月17日

付け「近畿運輸局長依頼」を実効ある

ものにするとともに、下記の事項

について十分配慮するよう強く要

望する。

記

１ トラック運送事業者と荷主との

公正な取引関係の確立及び指導の

強化を図ること。

２ 国と自動車メーカーの責任で低

公害車の開発、軽油の良質化を図

るとともに、トラック運送事業者

へディーゼル車の低公害化に対す

る適切な助成を実施すること。

ネクタイ輸入急増における緊急の施

策を求める意見書

現在、日本のネクタイ業界は、

特に中国からのネクタイが完成品

として、日本の縫製代にも満たな

い超低廉価で大量に輸入されてお

り、危機的な状況となっている。

通関統計によっても絹製ネクタ

イの輸入に占める中国産ネクタイ

の割合は毎年増加し、平成12年度

では６割を超えている。

とりわけ、西陣におけるネクタ

イ生産量は、ピーク時の1970年代

に比べ半分に落ち込み、関連業者

も倒産や廃業が相次ぎ、最盛期か

（

）

母
子
医
療
相
談
セ
ン

タ
ー
の
整
備

（

）

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
創
設

京
都
市
基
本
計
画
の
前
半
5
年

間
の
実
施
計
画
で
あ
る「
安
ら

ぎ
　
華
や
ぎ
　
京
都
21
推
進
プ
ラ
ン
」が

今
年
3
月
に
策
定
さ
れ
た
。
基
本
構
想
、

基
本
計
画
、
同
推
進
プ
ラ
ン
と
、
一
貫

し
て
市
民
参
加
の
下
で
策
定
し
た
の
だ

か
ら
、
同
推
進
プ
ラ
ン
の
進
ち
ょ
く
状

況
に
つ
い
て
、
詳
し
く
市
民
に
情
報
公

開
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

京
都
21
推
進
プ
ラ
ン
の
進
ち
ょ

く
状
況
を
、
分
か
り
や
す
く
市

民
の
方
々
に
示
す
こ
と
が
大
変
重
要
と

考
え
て
お
り
、
市
民
し
ん
ぶ
ん
に
よ
る

情
報
提
供
の
充
実
の
ほ
か
、
新
た
に
、

推
進
レ
ポ
ー
ト（
仮
称
）を
発
行
し
、
更

に
、
年
次
計
画
書
に
基
づ
く
政
策
・
事

（

）

京
都
21
推
進
プ
ラ
ン
の

進
ち
ょ
く
状
況
の
公
表

こ
の
度
、
循
環
型
社
会
推
進
課

が
新
設
さ
れ
た
が
、
環
境
先
進

都
市
・
京
都
の
実
現
に
向
け
て
、
こ
の
課

の
果
た
す
役
割
は
大
変
重
要
だ
。

資
源
循
環
に
向
け
た
新
し
い
再
資
源

化
技
術
の
研
究
と
、
そ
の
事
業
化
に
向

け
た
取
組
を
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
、
生
ご
み
の
バ
イ
オ

ガ
ス
化
技
術
実
証
研
究
や
廃
食

用
油
燃
料
化
事
業
、
更
に
は
、
廃
木
材

の
チ
ッ
プ
化
や
活
性
炭
へ
の
活
用
な
ど

の
モ
デ
ル
実
験
で
得
ら
れ
た
成
果
で
あ

る
再
資
源
化
手
法
な
ど
を
中
心
に
、
取

組
を
進
め
て
き
た
。
こ
う
し
て
得
ら
れ

た
成
果
を
具
体
化
す
る
た
め
に
は
、
各

事
業
者
が
主
体
的
な
責
任
に
よ
り
取
組

を
進
め
る
一
方
で
、市
に
お
い
て
も
、事

業
者
と
の
連
携
・
協
力
体
制
を
築
き
な

が
ら
、積
極
的
な
事
業
の
推
進
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

市
で
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
化
技
術

実
証
研
究
プ
ラ
ン
ト
を
設
置

し
、
国
や
民
間
企
業
な
ど
と
協
力
し
て

実
証
研
究
を
行
う
な
ど
、
い
ち
早
く
バ

イ
オ
ガ
ス
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
研
究
成
果
と
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

約
１
年
半
に
わ
た
る
研
究
の
結

果
で
は
、
生
ご
み
１
ト
ン
当
た

り
230
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
約
23
世
帯
分
の
電

力
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

ま
た
、
発
酵
後
の
生
ご
み
を
堆
肥
と
し

て
利
用
で
き
る
可
能
性
も
明
ら
か
と
な

っ
た
。
一
方
、
プ
ラ
ン
ト
の
安
全
運
転

に
は
、
原
料
の
選
択
が
重
要
で
、
大
変

難
し
い
作
業
も
必
要
と
の
結
果
も
得
ら

れ
た
。

今
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
技
術
研
究
に

加
え
、
施
設
の
整
備
方
法
や
収
集
運
搬

の
在
り
方
な
ど
、
事
業
化
に
向
け
た
総

合
的
な
調
査
を
実
施
し
て
い
く
。

市
は
、
12
年
4
月
か
ら
、
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と
軽
油
を

混
合
し
、
市
バ
ス
に
使
用
し
て
き
た
。

今
回
、
地
方
税
法
を
根
拠
と
し
て
、
バ

秋
田
県
は
、
環
境
大
賞
を
創
設

し
て
、
環
境
保
全
全
般
に
関
す

る
実
践
活
動
が
他
の
規
範
と
な
る
個
人

や
団
体
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県

民
の
環
境
保
全
に
関
す
る
自
主
的
な
取

組
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

本
市
で
も
、
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
、

環
境
大
賞
の
創
設
を
提
案
す
る
。

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る

活
動
を
実
践
し
て
い
る
市
民
や

団
体
な
ど
を
顕
彰
す
る
制
度
は
、
環
境

に
関
す
る
市
民
の
関
心
を
更
に
高
め
る

な
ど
、
大
変
意
義
が
あ
る
。

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
推
進
月

間
で
あ
る
12
月
に
、
環
境
に
や
さ
し
い

取
組
を
進
め
て
い
る
市
民
や
団
体
に
対

し
、
活
動
表
彰
を
行
っ
て
い
る
が
、
環

境
大
賞
は
、
そ
の
方
向
性
・
ネ
ー
ミ
ン

グ
共
に
、
環
境
行
政
を
推
進
す
る
う
え

で
ふ
さ
わ
し
く
、
顕
彰
制
度
の
中
で
創

設
し
て
い
き
た
い
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、
循
環

型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
実
効

性
の
点
で
課
題
が
あ
る
。
今
後
、
課
題

に
対
す
る
具
体
的
な
検
討
に
よ
り
、
全

国
に
先
駆
け
た
循
環
型
の
環
境
先
進
都

市
・
京
都
の
実
現
に
向
け
た
取
組
が
促
進

さ
れ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
同
法
に

よ
る
資
源
循
環
の
方
向
性
に
つ
い
て
の

考
え
方
や
取
組
方
針
を
聞
き
た
い
。

今
年
４
月
に
本
格
施
行
さ
れ
た

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、
指
摘

の
と
お
り
、
家
電
製
品
の
廃
棄
時
に
リ

サ
イ
ク
ル
料
金
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ

る
問
題
が
あ
る
。

市
で
は
、こ
れ
ま
で
か
ら
全
国
都
市
清

掃
会
議
な
ど
に
お
い
て
、処
理
コ
ス
ト
を
製

品
価
格
に
含
め
る
べ
き
だ
と
の
要
望
を
行

っ
て
お
り
、今
後
も
、他
都
市
と
も
連
携
し

な
が
ら
、発
生
抑
制
や
再
利
用
が
一
層
促

進
さ
れ
る
よ
う
、要
望
を
継
続
し
て
い
く
。

（

）

資
源
循
環
の
方
向
性

（

）

再
資
源
化
技
術
に
関
す

る
取
組

（

）

バ
イ
オ
ガ
ス
化
技
術
実

証
研
究
の
成
果
と
今

後
の
展
開

（

）

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
（
廃
食
用
油
精
製
燃

料
）
の
課
税
問
題

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
分
に
も
課
税
す

る
と
し
た
府
の
措
置
は
、
現
在
の
世
界

の
す
う
勢
に
反
す
る
も
の
だ
。
市
は
、

責
任
あ
る
論
議
を
行
う
べ
き
だ
。

今
回
の
課
税
問
題
は
、
市
民
に

よ
る
廃
食
用
油
回
収
運
動
に
大

き
な
波
紋
を
呼
び
、
多
く
の
市
民
が
関

心
を
寄
せ
て
い
る
。
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
の
使
用
が
、
軽
油
に
比
べ
二
酸

化
炭
素
や
黒
煙
の
削
減
に
つ
な
が
る
こ

と
は
、科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
お
り
、国

に
対
し
て
、非
課
税
措
置
な
ど
を
強
く
要

望
し
て
い
く
。

な
お
、
府
は
、
新
た
な
補
助
制
度
の

創
設
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

府
市
協
調
で
、
今
後
も
同
燃
料
の
普
及

促
進
に
一
層
努
め
て
い
く
。

（

）

二
信
用
金
庫
破
た
ん
に

よ
る
中
小
企
業
支
援
策

（

）

ネ
ク
タ
イ
の
セ
ー
フ
ガ

ー
ド
発
動
の
要
請

地
で
あ
る
市
と
し
て
も
、
発
動
を
期
待

し
て
国
と
協
議
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
需
要
拡
大
に
つ

な
が
る
抜
本
的
な
構
造
改
善
が
不
可
欠

で
あ
り
、
国
・
府
や
関
連
団
体
と
一
層

連
携
し
、
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

高
速
道
路
の
建
設
は
、市
内
に

一
層
車
を
呼
び
込
み
、二
酸
化

炭
素
の
10
％
削
減
目
標
に
逆
行
す
る
。市

内
交
通
量
が
こ
れ
以
上
増
え
な
い
よ
う

な
対
策
を
考
え
る
べ
き
だ
。環
境
目
標
達

成
の
た
め
に
も
、京
都
高
速
道
路
計
画
を

中
止
す
べ
き
で
あ
る
が
、ど
う
か
。

京
都
高
速
道
路
の
整
備
に
よ

り
、交
通
渋
滞
の
解
消
、定
時
走

行
の
確
保
な
ど
、交
通
が
円
滑
化
さ
れ
、

二
酸
化
炭
素
な
ど
の
排
出
が
抑
制
さ
れ

る
と
と
も
に
、走
行
時
間
の
短
縮
な
ど

に
よ
る
経
済
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

ま
た
、
環
境
影
響
評
価
で
は
、
概
ね

妥
当
と
さ
れ
て
い
る
が
、
市
と
し
て
は
、

供
用
前
後
に
環
境
調
査
を
行
う
な
ど
、

阪
神
高
速
道
路
公
団
と
共
に
、
沿
道
の

環
境
に
十
分
配
慮
し
て
、
事
業
を
着
実

に
実
行
し
て
い
き
た
い
。

（

）

環
境
目
標
達
成
の
た
め

の
京
都
高
速
道
路
計

画
の
中
止

そ
の
ほ
か
の
主
な
質
問

○
地
下
鉄
東
西
線
西
伸
に
向
け
た
決
意
と
展
望

○
同
和
行
政
の
終
結
に
向
け
た
、運
動
団
体
へ
の
補
助
金
の
廃
止

○
発
見
が
困
難
な
児
童
虐
待
事
例
な
ど
へ
の
対
策

○
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
観
光
客
の
京
都
へ
の

誘
導
に
向
け
た
取
組

市会が採択した請願

○桂川橋りょうの建設
［右京区・西京区］

（

）

外
郭
団
体
の
整
理
統

合
・
経
営
改
善
に
向
け

た
取
組

ら半減している。４月には西陣最

大手のネクタイメーカーが民事再

生法の適用を申請するなど事態は

深刻である。

このため、現在、全日本ネクタイ工

業連盟がセーフガードの発動を求

め、ネクタイ輸入にかかわる実態調

査を行っているところである。

よって国におかれては、産地を

守るという視点から、産地の抜本

的な構造改善等の支援策を早急に

講じるべきである。

（

）

総
合
的
な
少
子
化
対

策
に
向
け
た
推
進
体
制

（

）

出
産
育
児
一
時
金
の
前

倒
し
支
給
の
早
期
実
現

（

）

「
環
境
大
賞
」の
創
設

※
バ
イ
オ
ガ
ス

生
ご
み
な
ど
に
含
ま
れ
る
有
機
物
を
発

酵
さ
せ
て
製
造
す
る
ガ
ス
で
、
メ
タ
ン
を

主
成
分
と
し
、
燃
焼
時
は
都
市
ガ
ス
と
同

程
度
の
熱
量
が
あ
る
。

※

バイオガス化技術実証研究プラント

小学生がデザインした西陣織のネクタイ

廃食用油回収風景

待
た
ず
、
可
能
な
限
り
早
期
に
実
施
し

て
い
く
。低

所
得
の
高
齢
者
世
帯
に
は
、

介
護
保
険
料
や
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
が
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
低
所

得
者
の
生
活
実
態
を
考
慮
し
て
、
緊
急

の
改
善
策
に
着
手
し
て
い
る
都
市
も
少

な
く
な
い
。
早
急
に
必
要
な
軽
減
措
置

の
実
現
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
保

険
料
、
利
用
料
の
負
担
軽
減
対
策
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

介
護
保
険
料
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
に
つ
い
て
は
、
低
所
得
者
に

対
し
、
制
度
上
一
定
の
配
慮
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
災
害
や
収
入
の

著
し
い
減
少
な
ど
の
場
合
に
は
、
減
免

措
置
を
講
じ
て
い
る
。

今
後
と
も
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の

実
態
や
経
過
を
教
訓
と
し
、
国
の
責
任

で
市
民
や
自
治
体
に
と
っ
て
過
重
な
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
、
き
め
細
か
な
低

所
得
者
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
要

望
を
続
け
て
い
く
。

（

）

介
護
保
険
料
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
の
負
担
軽

減
措
置

安
ら
ぎ
　
華
や
ぎ
　
京
都
21
推
進
プ
ラ
ン


